
 

科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 1年 後期 

授業科目 母性看護学概論 

選択／必修 必修 単位数（時間数） １単位 １５時間 授業形態 講義 

担当教員 炭原 加代 

メールアドレス 教務学生課を窓口とする オフィスアワー 教務学生課を通す 

 

授業目的 

女性の生涯を通じた身体的・心理的・社会的な健康を支援するためには、母性の特性 

及び母性看護の対象を把握し、母性としての健康のみを考えるのではなく、女性を

取り巻く人的・物的・社会的環境を含めた女性の健康（ウイメンズヘルス）を支援し

ていく必要がある。母性看護に関する現状と社会資源との関係を学習し、生涯を通じ

た女性の健康課題を理解して、その支援の在り方について理解する。 

授業概要 

母性看護学の基盤となる概念、母性看護の対象および、ウイメンズヘルス支援の場と

支援者の役割について理解するとともに、女性の生涯を通じて特に支援が必要な健康課

題と女性の人権を阻害する環境要因、支援者としての看護職の役割に必要な知識・能力

を学ぶ。 

授業内容 

第１回 １．母性看護学概論の概要と課題説明①課題説明(BBT測定の意義と方法の説明：資料事前配布済み, 女

性生殖器の機能のまとめ 2．母性看護の基盤となる概念 母性の概念・定義、母性の特性、母子関係と家族

発達  

第２回 母性看護の基盤となる概念  セクシュアリティ  ヘルスプロモーション  

     母性看護のあり方  母性看護における倫理 

第３回. 母性看護の対象を取り巻く社会の変遷と現状． 

  母性看護の歴史的変遷と現状 ：①母性看護の変遷  ②母子保健統計の動向 

第４回：母性看護の対象を取り巻く社会の変遷と現状．       

①母性看護の歴史的変遷と現状(母性看護に関する組織と法律・施策等、母性看護の提供システム) 

第５回 母性看護の対象理解 

①女性のライフサイクルと家族 ②母性の発達・成熟・継承 ③思春期の健康と看護 

第６回 女性のライフステージ各期における看護 

①思春期の健康と看護 ②成熟期の健康と看護 

第７回 女性のライフステージ各期における看護、更年期の健康と看護  

第８回 リプロダクティブヘルスケア 

①家族計画 ②人工妊娠中絶と看護  ③性暴力を受けた女性に対する看護  

教科書 

参考書等 

教科書：系統看護学講座専門分野Ⅱ母性看護学[1] 母性看護学概論 第 14版  

医学書院  ISBN：978-4-260-04225-3 

参考書：①国民衛生の動向 2023/2024(厚生統計協会) 

②母子保健の主なる統計 令和 5年刊行  ③助産師の戦後 大林道子著 

成績評価 

基準・方法 
試験(90%) レポート課題(10%) 

履修要件 なし 



 

留意事項 

その他 
本科目を修得していないと母性看護学Ⅱは履修できません。 

実務経験のある

教員の教育方法 
看護師・助産師の臨床経験を活かし、看護教育・助産師教育を実施してきた。 

 

 


